
ベトナムで絵を描くこと
　日本では、川崎市国際交流セン
ター内の図書・資料室に勤務して
いました。そして、ベトナムに来
てから14年、ベトナムの風景を描
き始めてから7年が過ぎました。

ベトナムで絵を描き始めたきっか
けは…
　ネットで見かけたある絵描き
さんの絵です。ペンで直接描いた
生き生きした線に、きれいな水彩
で色が塗ってあり、見ていてとに
かく楽しそうという印象でした。
　「その人が読んだ師匠の本を読
めば私にも描けるかも!」と思い、
日本から『絵を描きたいあなた
へ』（永沢まこと著）を買ってきて
もらいました。そして、「よし、こ
れからは絵を描いていこう。」と
心に決めました。すると偶然に
も、きっかけになった絵描きさん
や師匠の永沢さんとも、ベトナム
で会うことができたのです。

　それから絵を描いては、ホー
ムページに載せたりしているう
ちに、いろんな人が応援してくれ
るようになりました。ベトナムの
旅行会社の卓上カレンダーに毎
年絵を描かせてもらったり、ベト
ナムや日本で個展をしたり、日本
の旅行雑誌で絵を紹介しても
らったり、ベトナムでスケッチ教
室を開いたり、イラストのお仕事
もたくさんいただくようになり
ました。

絵を描くことで生活にも変化が…
　絵に出会う前は、現地で仕事
をしていたのですが、仕事と家事
でいつも忙しく、子育ても大変で

●ブログ：http://blog.goo.ne.jp/sketchinsaigon/

した。さらに、停電や断水が当た
り前の生活で、ベトナムに住んで
いることがちょっと嫌になって
いた時期でした。
　でも、絵を描き始めると、ベト
ナムが好きになった頃の新鮮な
気持ちが戻ってきたのです。「そ
ういえばベトナムが好きで来た
んだよな。ベトナムのこういう
所って素敵なんだよね、おもしろ
いんだよね。」と、温かい目でベト
ナムを見られるようになってい
きました。
　また、ベトナムで個展をしてか
らは、夫も絵を描くことを認めて
くれたようで、だんだん応援して
くれるようになりました。
ベトナムの魅力は…
　以前は田舎がいいなぁと思っ
ていたのですが、昔からある都
会の町並みや人々も絵としては
魅力的です。あとベトナムの魅力
というと国民性でしょうか。日本
人の常識からするといい加減に
感じてイライラしていたことが、
最近は人生を楽しむ上で「ちょう
どいい加減」と思えることも出て
きました。
　今は4人目を出産したばかり
なので、しばらくは外にスケッチ
には行けないのですが、これから
も、ベトナムの素敵な風景を絵に
残せていけたらいいなと思って
います。
（文・絵：たけお あきこ さん）　

▲私の好きなベトナム北部の街バックハーで描い
た1枚です。水牛やアヒルがいて、川が流れてい
て向こうの家からは夕食の支度で湯気が上
がってました。

▲これはハノイのホアンキエム湖畔のカフェから旧市街を見
下ろした所です。テトの一番寒い時期にテラスに陣取って描
きました。

▲白い蓮の花です。きれいに咲いてい
る所ももちろんきれいですが、散り際
や、枯れた葉っぱにも愛おしさを感
じます。
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　「インターナショナル・フェスティバル」
や料理教室でお馴染みの、中原区にある
広東料理店「粥菜坊」店主・招杏明さんに
お話を伺いました。招さんご夫婦は震災
後、とどろきアリーナ、福島県いわき市、
宮城県南三陸町、牡鹿半島、石巻市などに
炊き出しに行かれました。その後も「被災
地食事支援プログラム」を立ち上げ、支援
を続けていらっしゃいます。

炊き出しに行くことを決めた時のお気持
ちは？
　テレビで被災地のニュースを見ていた
時、息子が「ママはごはん作れるから行っ
たら？」と言ったことがきっかけになり、
「自分にできることをやろう」という気持
ちで行くことを決めました。インターナ
ショナル・フェスティバルや市民祭りなど
に出店しているので、道具や手順の準備が
あり「できる」と思いました。

現地で感じたことは？
　被災地は、今まで見たこともないような
ひどい有様でした。とにかく自分ができる
ことは、一生懸命料理を作って、被災者の
方に温まってもらうこと
だと思い、目の前の人々
のことだけを考えてい
ました。大変な状況の

中、被災者の皆さんがとても礼儀正しく、
お互いを気遣う姿に感銘を受けました。

炊き出しの時の状
況は？
　200kg以上の食材
や道具を車に積ん
でいったため、7時
間の行程中、身動き
ができない状態で
した。さらに、内陸
部のキャンプ場で
16ℓ入りタンク10
個に水を入れて運ぶのも大変でした。それ
でもキャンプ場では、管理人の方の親切で
お風呂に入ることもできました。私にはい
つも神様がそばで見守っていてくれてい
ると思いました。

NHKや中国CCTV（国営放送）の取材が来
ていたそうですね。
　6月初旬でした。南三陸町名取（なとり）
での炊き出しの様子が、宮城放送のニュー
スで流れました。その地域はそれまでほと
んど報道されていなかったので、皆さんと
ても喜んでくれました。
　また、炊き出し活動についての中国での
受け止め方は、日本とはかなり違います。
「どうして利益にならないことを危険な場
所でするのか？」という質問を受けます。
私たちは今、ご飯も食べられるし困ってい
ることもありません。できるからやるので
す。それはお店が順調であり、お客様がた
くさん来てくださるお蔭です。皆さんの代
表で行っているという思いです。

川崎に戻られた今、被災地への思いは？
　夢の中にも炊き出しの場面が出てきま
す。「助けに行きたい。」という思いが常にあ
ります。炊き出しはその場で終わってしま
うことなので、これからも支援し続けるこ
とを考え、「被災地食事支援プログラム」を
立ち上げました。(詳細はホームページで）
被災者が困らない状況になるまで頑張ろう
という思いで続けていきます。

かゆ　な　ぼう

●『粥菜坊』HP：http://www.kayunabou.com/index.html

　招さんは、お互いに自分より相手が大
事と考えることで結婚生活も長く仲良く
やっていけるとおっしゃっていました。
愛情豊かなお二人から発信された支援の
輪がこれからも広がっていくことを願っ
ています。
（取材・文：編集ボランティア 相沢明子）　

（左：招さん・右：ご主人）


